
～２０１１年度　観光立国教育を推進するために、静岡県との協同開催で行います～	


以下の３つの条件をクリアすると…	
 

子ども観光大使に認定 

年間予定（全10回）	


講座内容①１分間チャレラン　②こども観光大使について　③柿田川について（ＤＶＤ視聴）④柿田川に触れよう	


第一回、子ども観光大使の講座には、５０名近い児童が参加。	


子ども観光大使っていうのはね、富国有徳の理想郷「ふじのくに」の

良さを体験し、発信できる子のことだよ。 

子ども観光大使になるための３つの条件 

①子ども観光大使の講座に３回以上参加する。　 
②観光はがき・観光俳句・観光動画のいずれかで、 
　ふじのくにの良さを発信する。(はがきを事務局に投函）　 
③「子ども観光大使検定」に合格する。 

	
 	
 ６／１８（土）柿田川の湧水の秘密を知ろう（柿田川）盛会御礼 	


   ７／　３（日）中田島砂丘を学ぼう（砂丘会館および中田島砂丘）	


   ８／２７（土）ひものを作ろう（沼津市立大岡南小学校　家庭科室）	


   ９／　３（土）静岡産の食材で創ろう（富士宮市富士根南公民館）	


 １０／　９（日）自分が漉いた紙で手紙を書こう（富士市立博物館）	


 １１／２０（日）城下町を探索しよう（浜松市民協働センター＆浜松城公園）	


 １２／　３（土）みかん狩りをしよう（静岡市　ドリーム蒲原）	


　 １／２８（土）黒はんぺんを味わおう！（焼津市大村公民館）	


　 ２／１２（日）お茶を満喫しよう（牧ノ原市内　茶畑）	


　 ３／　３（土）親子でそば打ち体験！（静岡市立玉川小学校） 

　※詳しい日程内容は、各会場チラシまたは、HPをご覧下さい。 

　　HP　http://www.toss-smile.net/から『子ども観光大使』のページへ	


　※予定は変更することがあります。	


日本でも有数の美しさを誇る柿田川。普段は環境保全のために、柿田川に入ることは制限されています。	

今回は、子ども観光大使のために特別に川に入り、柿田川の生き物を探しました。	

梅雨の季節でしたが、天候に恵まれました。網やケースを手に、魚を追いかけたり、生き物を探す子どもたちの元気な声が	
  
柿田川に広がりました。	


子ども観光大使検定 
楽しそうだなあ。	
 

漆畑さんがハヤを捕っ
てくれたよ。	
 

お母さんと一緒に探したよ。
魚を捕れて楽しかった！	
 

講師　漆畑信昭さん（柿田川みどりのトラスト会長　兼　代表理事） 	


自然の中で、自然に接しながら楽しむという、そういうことをして、だんだんと人間が、円満な格好で成長
していくと思うんですね。だから、そういった意味で今日はよかったんじゃないかなあと思います。	

まあ魚がみんな捕まえられなかったけど、それはやっぱり難しいんだ。私らだって子どもの頃は試行錯
誤して、上級生の真似をしながら魚を捕まえて、タモとかザルをうんと壊して怒られたことはなんぼでも
あるからね。今日は子どもが水といっしょに遊ぶということができて良かったと思うね。	


修了証が一枚ずつ、手渡される。 
藤原直宏課長（静岡県文化・観光部　観光局　観光政策課長）、が参加者１人１人に修了証を手渡

した。「水が冷たいかと思いましたが、魚やカニを獲ってけっこう楽しそうでしたね。漆畑さんたち
が守ってきたこの自然を、彼らにまた守り繋げていって欲しいなと思います。	



